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東京電力福島第一原子力発電所における 

事故の分析に係る検討会 

第１６回会合 

 

議事次第 

 
 

 

１． 日 時 令和2年 11月 27日（金）16：00 ～ 18：00 

       

２． 場 所 原子力規制委員会 13階会議室ＢＣＤ 

 

３．議 題 

（１） 第７回から前回までの検討事項の取りまとめの方向性について 

（２） その他 

 

４．配布資料 

資料１：議事次第 

資料２：これまでの調査・分析のまとめ 

資料２－１：これまでの調査・分析のまとめ 追加説明資料 

資料２－２：これまでの調査・分析のまとめ 参考資料 

資料３：これまでの事故分析検討会における論点の整理 

資料４－１：１－４号機ＳＧＴＳ室調査の進捗について［東京電力ホールディングス株

式会社］ 

資料４－２：福島第一原子力発電所３号機主蒸気逃がし安全弁の動作について［東京電

力ホールディングス株式会社］ 
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東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会第７回会合

から第１５回会合において検討した主な事項を事故分析調査チーム※1として以

下のとおり整理した。 

 

 

１．1～4号機の SGTS 配管系※2の汚染分布 

議論がほぼ終結した事項 

① 2 号機のラプチャーディスク（RD）は破裂しておらず、同号機は一度も

ベントに成功しなかった。 

（注１）東京電力ホールディングス株式会社（東京電力）の第５回進捗状

況報告※3では、「ラプチャーディスク周辺線量は低いことが確認さ

れている。」としながら、「（２号機では）ラプチャーディスク作動

の有無に関する決定的な証拠は存在していない。」とされている。

今回は、3号機の RD 線量率との比較も用いてこのように確定判断

をしたいと考えているが、特に問題があるか要確認。 

② 1 号機の非常用ガス処理系（SGTS）配管系よりも 2号機の配管系の方が

相対的に強く汚染されている理由は、1号機からのベントガスが一部流

入し凝縮が進んだことが主要因と考えられる。 

（注２）さらに、一度スタックに放出されたベントガスが 2 号機配管系

での凝縮の進行にともなって 2号機配管にも吸引・凝縮した効果

もあり得るとの見解が日本原子力研究開発機構（JAEA）から提示

されているが、定量的な議論ができるようにシミュレーションの

精度向上を測ることが必要。１．⑦を参照。 

③ 1/2 号機共用スタック底部内側が強く汚染されている原因は、同スタッ

クには内部配管が設置されていなかったことによる。 

④ 1/2 号機のベント配管系の方が 3/4 号機のベント配管系よりも 2桁程度

強く汚染されている原因は、ベント実施時点の原子炉格納容器（PCV）

内部のセシウム（Cs）濃度が 1号機の方が 3号機よりも大幅に高かった

ことと考えられる。 

（注３）追加論点２．④を参照。 

                                                   
※1 原子力規制庁 原子力規制部  東京電力福島第一原子力発電所事故対策室の職員を中心

として現地調査及びその結果の整理等を実施している。ここでは、当該業務を主として

行ったチームを「事故分析調査チーム」と言う。 
※2 実機では、ベント配管は非常用ガス処理系（SGTS）の排気系配管に接続されてい

る。ここでは、ベント配管と SGTS 排気系配管をまとめて、「SGTS 配管系」と言う。 
※3 福島第一原子力発電所 1～3 号機の炉心・格納容器の状態の推定と未解明問題に関す

る検討 第５回進捗報告（平成 2 9 年 12 月 25 日東京電力ホールディングス株式会社） 

- 4 -



                           

 

4 
 

④-1 ベント時のスクラビングによる除染係数は、サプレッションチェン

バ（S/C）水の温度（減圧沸騰条件を含めて）には余り大きく影響

されず、スクラビング水位に大きく影響される。 

④-2 真空破壊弁の作動不良によるスクラビング・バイパス・シナリオは

今後も研究すべきアイデアだが、1 号機 SGTS 配管系の汚染状況な

どの各種データと整合しない。 

⑤ SGTS 配管系に連なる SGTS フィルタの汚染状況から、相当量の自号機逆

流があった。単純な概算では、3 号機では、4 号機への水素流入の 1/2

程度、1 号機では 2 号機への流入量の 5-10 倍程度の水素流入があった

可能性が高い。（東京電力の調査報告。） 

（注４）５．④を参照。 

⑥ 1/2 号機 SGTS 配管系に高温履歴が見られるのではないかとの懸念を事

故分析調査チームから示したが、飛散防止剤の散布があったためと判明。 

 

未終結事項、或いは、継続取り組み事項 

⑦ JAEA による、SGTS 配管系の汚染状況シミュレーションの精度向上。 

⑧ 1 号機 SGTS フィルタの汚染度調査の精度向上を事故分析調査チーム及

び東京電力が計画中。 

 

２．シールドプラグ下面での Cs 捕獲 

議論がほぼ終結した事項 

① 2号機及び3号機のシールドプラグ最上層下面だけで、数十PBqの Cs137

が捕獲されているのに対し、1号機では、同面に 0.1-0.2PBq の Cs137 が

捕獲されているに過ぎない。 

（注５）1-3 号機の炉心中に存在した Cs137 は約 700PBq と算出されてい

るのに対し、環境中に気体として放出されたCs137の総量が15PBq

程度となった 1つの要因ではないか。 

 

未終結事項、或いは、継続取り組み事項 

② 1 号機と 2/3 号機との Cs 捕獲量の差は何故生じたのか。 

②-1 Cs が PCV からトップヘッドフランジ（THF）経由で大量に漏出した

時期とメカニズム（敷地周辺のモニタリングポスト記録との関係整

理を含む。） 

②-2 1 号機シールドプラグが外れた時期とメカニズム 

②-3 ベント時においては 1号機の PCV 内の Cs 濃度が大幅に高かったと

する、前記結論（１．④）と矛盾しているように見えることの解明。 
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③ 廃炉作業担当機関への情報提供と廃炉の安全実施のための知見反映。 

④ シールドプラグ下面の Cs 量の推定精度を向上させるための追加測定。 

 

３．3号機「水素爆発」の詳細分析 

議論がほぼ終結した事項 

① 映像分析から、3号機の「水素爆発」は多段階事象であったとの仮説を

提示した。更に解像度の高まった映像により、根拠が強化され、技術的

詳細には未解明の部分も残っているものの、本事象が多段階からなるも

のであることは妥当な認識と判断した。 

（注６）追加報告あり。地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較、

衛星写真情報から確認される水素爆発時点での3号機原子炉建屋

5階部分の相当量の水蒸気 

② 地震計記録から算出した水素爆発時に地面に伝わったエネルギー量は1

号機の水素爆発時の方が、3 号機爆発時のそれと比較してやや大きい。 

③ 3 号機原子炉建屋 3 階天井部の大梁の損傷は、20-40m 秒程度の時間、5

気圧程度の圧力がかかれば生じうる。 

 

未終結事項、或いは、継続取り組み事項 

④ 3 号機原子炉建屋屋根部などの大きな破片を 200m 程度の高さにまで持

ち上げることに、可燃性ガスの燃焼に伴う上昇気流はどの程度寄与した

のか。 

⑤ 3 号機原子炉建屋 3階天井部小梁のせん断破損を生じさせる 4階での圧

力はどの程度か。 

⑥ 3 号機の水素爆発時の気象条件下で、凝縮波が生成しうるかどうか。 

⑦ 水素爆発時の損傷の中には、衝撃波ではなく圧力上昇による損傷による

と考えられるものがある。 

 

 本日追加検討事項 

⑧ 1 号機、3 号機共に水素爆発当時、原子炉建屋内の水素ガスは炭化水素

を含み、その濃度は 3 号機の方が高かったのではないか。また、上昇す

る濃い色の噴煙は、建屋のダストではなく、炭化水素の燃焼の結果生じ

る煤、或いは、煙なのではないか。ただし、南東部火炎には、黒煙が明

確には確認できない。 

⑨ 3号機原子炉建屋天井部の鉄骨トラスとりつけ部分の破損形態の調査は

今回の分析を進める上で有効であろうか。また、技術的フィージビリテ

ィはあるのか。 
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４．ベント時点までの 3号機原子炉圧力容器圧力の挙動分析 

議論がほぼ終結した事項 

① 全交流動力電源喪失（SBO）条件下で、複数回の作動の後、主蒸気逃し

安全弁（SRV）逃し弁機能は一定の圧力条件下で中間開状態を示す。 

（注７）SRV の中間開の可能性については、政府事故調報告書※4に一部言

及されている。 

② 3 月 13 日午前 6時頃の原子炉圧力容器（RPV）圧力の振動は SRV の安全

弁機能の作動によるもの。ただし、安全弁機能は設定圧力よりも 0.2MPa

程度低い圧力で作動した。その原因は何らかの理由で SRV 内部のバネの

高温化が進んで、作動圧力が低下したと考えられる。 

（注８）政府事故調最終報告書※5によれば基準面器の水位低下による原

子炉圧力計の最大誤差は 90 kPa である。 

③ 3 号機ベント成功の引き金として、RPV 下部プレナムへの溶融炉心の一

部落下、及びこれによって生じた圧力サージによる自動減圧系（ADS）

の作動があったとする東京電力の分析は合理的なものと判断。 

④ 3 号機のベント実施回数は 2回とする東京電力の分析を支持。 

⑤ この結果、4 号機は水素供給完了後、約 40 時間経過してから水素爆発

した。 

 

未終結事項、或いは、継続取り組み事項 

⑥ 3 月 11 日 19:30 頃に RPV 圧力が、逃し弁機能の閉設定圧力を下回る

6.6MPa 程度にまで低下した後においても、中間開状態が継続する理由

は何か。 

 

５．ベント以降の 3号機原子炉格納容器圧力の挙動 

議論がほぼ終結した事項 

① これまでは、PCV 圧力の低下をベント成功と判断されてきたが、４．④

に示すようにベントの成功回数は 2回であることが明らかになった。し

たがって、その後の PCV 圧力の変動は、ベント以外のメカニズムで生じ

ている。ここでは、PCV内での蒸気等の発生量が変動することによって、

以下のようなサイクリック過程を形成し、圧力の増減が繰り返されたと

                                                   
※4 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会 中間報告（平成 2 3 年 12

月 26 日 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会） 
※5 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会 最終報告（平成 2 4 年 7

月 23 日 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会） 
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する仮説を提示したい。 

 

 

    圧力低下により水面の飽和圧力に到達（圧力低下停止） 

     ↓ 

    落下炉心と水面との接触により水蒸気発生（圧力上昇開始） 

     ↓ 

    水蒸気発生が進み水位低下、水蒸気発生量低下（圧力上昇停止） 

     ↓ 

    継続的に生じている PCV リークなどのために圧力低下 

 

 

①-1  ベント実施以前に RPVから D/Wへの規模の小さな漏えいが生じて

いた 

3 月 13 日 6 時頃から 9 時頃までの間、D/W への漏えいが無け

れば、まず S/C 圧力が上昇することになるが、D/W 圧力は S/C 圧

力とほぼ同様に上昇している。（ただし、RPV 圧力は 7MPaG を超

えて維持されており、大規模な漏えいではない。） 

①-2  D/W 床面には一定量の冷却材が存在していた 

3 号機では、５．①-1 の小規模漏洩に加え、13 日午前 8 時前

後に PCV スプレイが実施されており、D/W 床面に水位が形成され

ていた可能性が高い。更に、S/C の水位が高かったことから、3月

13 日 23 時頃のように、D/W 圧力が S/C 圧力より低下すると、S/C

から D/W への水の逆流が生じ、D/W 床面への水位形成に寄与した

可能性がある。 

①-3  3 月 14 日 1 時 10 分頃には D/W へ溶融炉心が移行していた 

3 月 14 日 1 時 10 分から同日 3 時 20 分の間、PCV 圧力は上昇

している。この時 D/W 床面には一定の冷却材が存在していたと考

えられ、溶融炉心が D/W へ移行したことで、D/W が蒸気等の発生

源になり、PCVの圧力を上昇させたと考えることが合理的である。 

①-4  蒸気発生量の変動により PCV 圧力の変化がもたらされた 

2 回目のベントが終了した後の 3 月 13 日 21 時頃から 3 月 14

日 21 時頃までの間、何らかの PCV からの漏えいが継続している

状態において、水蒸気の発生量が減少し、PCV からの漏えい量が

勝ると PCV の圧力が低下するが、PCV 内水面の飽和圧力に達する

と圧力低下が停止する。D/W 床面に落下した炉心と水面との接触
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により水蒸気が発生し、圧力が上昇する（注９）。水蒸気発生が

進み水面が低下すると、水蒸気発生量が低下する。水蒸気の発生

量が減少し、PCV からの漏えい量が勝ると PCV の圧力が低下し、

上記の現象が繰り返される。ただし、水素爆発直前の高圧部分に

は相当量の水素や炭化水素が機よしており例外。 

（注９）D/W 圧力が S/C 圧力より低くなると、S/C から D/W へプール水が

移行し、蒸気供給源となる。 

② 3 月 13 日 16 時頃までは RPV 下部ヘッドに冷却材が保持されていたと考

えられる。 

ベント実施前から RPV から D/W への小規模の漏えいが生じていたが、大

小の圧力スパイクが観測されていることから、3 月 13 日少なくとも 16

時頃までは RPV の下部プレナムに冷却材が保持されていたことになり、

この時点までは少なくとも RPV 下部ヘッドに大規模な損傷は生じなか

ったのではないか。（５．①-3 と整合。） 

③ ADS が起動されてから開状態を維持できた期間は 6時間に満たないと推

定される。 

2回目のベントが終了した後の 3月 13日 14時 30分頃から 3月 13日 16

時 30 分頃の間、格納容器圧力が上昇している（注１０）。ADS により RPV

から S/C へ蒸気等が輸送されれば、まず S/C の圧力が上昇に転じるはず

であるが、D/W と S/C の圧力はほぼ等しい速度で上昇している。したが

って、この時点では、ADS は開状態が維持されていなかったと考えられ

る。 

（注１０）3 月 13 日 14 時 30 分頃と 3 月 14 日 1 時頃では、PCV 圧力の上

昇速度が異なるが、3月 13 日 14 時 30 分頃は、RPV 内部にある炉

心が蒸気発生に寄与したのに対し、3 月 14 日 1 時頃は D/W 床面

に移行した溶融炉心が蒸気発生に寄与したと考えられる。また、

3 月 14 日 6 時頃には圧力上昇が速まっており、水素等の非凝縮

性ガス発生の寄与が考えられる。 

 

未終結事項、或いは、継続取り組み事項 
④ PCV 漏えいタイミングの分析の過程で、原子炉建屋内部の「もやもや」

の存在を利用することに言及したが、ベント時の自号機逆流の影響の

可能性が指摘された。１．⑤の結果から、この可能性は否定しがたい

ものの、1 号機の場合はベントと時期が合わないという面もあり、継

続検討とした。 
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1

１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較
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１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較

2

目的：地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較を行い、建物の変形を伴う初期の爆発現象と、その

後の3号機天井部からの黒色の噴煙上昇が時間的に区別することが可能か、また、地震波形において

両者の間に明らかな違いがあるかを確認する。

アプローチ法：前回の議論において、すでに得られている初期の爆発現象の始点（-2/60）秒から建物南東部

の赤紫火炎発生を経て、3号機天井部における火柱の発生（2/60）秒までの進展にかかった時

間をスケールの基準として、天井部から噴煙が始まるまでの時間を地震波形（D観測点の上下

動成分）を用いて確認する。(参考１、２)
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１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較

3

結論：今回の検討により、初期の爆発現象の時間をスケールの基準として比較すると、正確な起点を特定す

ることは困難であるが、噴煙上昇までには約0.17(10/60)秒を要していること、また、地震波形側も同時

刻には大きな揺れが収まっていることなどから、初期の爆発現象と噴煙上昇の間には、有意な時間差

があることが説明可能であることが示された。また、地震加速度の観点においても、初期の爆発現象と

噴煙では、明らかに加速度が小さいなど異なる点を確認できた。

よって、今回の結果は、初期の爆発現象がその後の噴煙の現象と区別することができ、3号機の水素

爆発が多段階の過程を経ていることを示唆するものである。
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１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較

4
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１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較

5

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋

【参考１】
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１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較

6

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋

【参考２】
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１．地震計の振動記録と水素爆発の事態推移の比較

7

【参考３】

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋
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8

２．３号機水素爆発後状況（衛星写真）

３号機水素爆発前後の衛星写真から、３号機原子炉建屋から水蒸気と思われる白煙が確認される。

衛星写真 ２０１１年３月１２日１０時３８分頃

３号機水素爆発 ２０１１年３月１４日１１時０１分頃

衛星写真 ２０１１年３月１４日１１時０４分頃 ← 白煙を確認

衛星写真 ２０１１年３月１７日１０時５４分頃 ← 白煙を確認

水素爆発時点で３号機原子炉建屋５階部分には相当量の水蒸気があったと考えられる。
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２．３号機水素
爆発後状況
（衛星写真）

9

２０１１年３月１２日

午前１０時３８分

衛星：WorldView-２

２０１１年３月１４日

午前１１時０４分

衛星：WorldView-２

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.
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10

２０１１年３月１７日

午前１０時５４分

衛星：WorldView-２
Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

２．３号機水素爆発後状況（衛星写真） 【参考】
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２－１．３号機水素爆発後のSGTS配管系の損傷等（衛星写真）

11

２０１１年３月１８日

午前１０時１９分

衛星：WorldView-２

３号機４号機

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

Product ©2020 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

【参考】
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２－１．３号機水素爆発後のSGTS配管系の損傷等（現地写真）

12

【参考】

2011.3.24 東京電力撮影

2011.3.25 東京電力撮影

2011.3.25 東京電力撮影

３号機SGTS配管

３号機SGTS配管
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３．１／２号機SGTS配管系及び１号機シールドプラグの汚染状況の比較

13

１／２号機
共用スタック

D/W：ドライウェル
S/C：サプレッションチェンバ
AO弁：空気作動弁
MO弁：電動駆動弁
RD：ラプチャーディスク
GD：グラビティダンパ
SGTS：非常用ガス処理系

シールドプラグ最上層下面に
0.1～0.2 PBqのCs137

シールドプラグ最上層下面に
20～40 PBqのCs137

RD不作動
（破裂せず）

RD作動
（破裂） SGTS合流部

7～13 TBq

２号機
SGTS配管
1～3 TBq

２号機
SGTS配管
0.067 TBq

１号機
SGTS配管
0.078 TBq

２号機
SGTSフィルタ
600ｍSv/h程度
数TBｑ

１号機
SGTSフィルタ
数1000 mSv/h
10数TBq

スタック基部
2000～3000 mSv/h

スタック上部
0.1～0.7 mSv/h
（３－１．参照）
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３．１／２号機SGTS配管系の汚染の経路

14

１／２号機
共用スタック

D/W：ドライウェル
S/C：サプレッションチェンバ
AO弁：空気作動弁
MO弁：電動駆動弁
RD：ラプチャーディスク
GD：グラビティダンパ
SGTS：非常用ガス処理系

ベント配管
（耐圧強化ベントライン）

ベント配管
（耐圧強化ベントライン）

自号機SGTS配管
（フィルタ）への逆流

２号機SGTS配管
（フィルタ）への逆流

スタック頂部から
ベントガス放出

１号機ベント

水素＋FP 水素＋FP

PCVからの
漏えい

PCVからの
漏えい

溶融炉心 PCV内
高いCs濃度

A系

B系

A系

B系
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15

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（１／１０）
【参考】

１．はじめに

令和2年10月2日、3日に１／２号機共用スタックの解体筒のうち、切断片の部位5と７に加えて、同年10月

29日に部位9の線量当量率の測定を行った。

２．測定状況

29日の測定では、部位9の排気筒（スタック解体筒）が横置き（北が下部）になっていたので、西―北―東

の下部から30㎝高さでの汚染分布をカバー無の日立アロカ製の電離箱で測定した。70マイクロメートル線

量当量率測定用の電離箱ではないので、相対的なCs-137の汚染分布を知るための測定である。

- 25 -



16

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（２／１０）

３．測定結果

第1図に、前回の部位5と7の結果と併せて今回の部位9の測定結果を示す。

半分の領域の測定結果であるが、部位5と7に比べて全体的に汚染密度が高くなっていること、北東方向

に最も汚染密度が高い個所があることが分かる。ガンマカメラの測定でもこのことは確認されている。この

場所は、東西南北の測定点からずれた位置で、メッシュサーベイにも含まれていない場所なので、注意が

必要である。

なお、内面の汚染は上下方向については、下部に向かうほど高くなる傾向を示しており、また周方向につ

いては汚染は一定ではなく、溶接部を除くと一定の分布を持つことがわかった。このことから、当時ベントガ

スの排気筒内における流動は内面に対して均一な流れではなかった可能性が高い。なお、汚染レベルは、

γ汚染に比べてβ汚染が高く、500Bq/cm2の部位も確認できており、さらに高くなる傾向にあり、主にCs-

137による汚染である。現時点でSr90-Y90によるβ汚染は確認出来ていない。
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17

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（３／１０）

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より
抜粋引用
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18

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（４／１０）

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より
抜粋引用
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19図1 排気筒切断片 No.5、No.7

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より抜粋引用

排気筒切断片 No.5、No.7

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（５／１０）
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20

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（６／１０）
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21

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（７／１０）
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22

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（８／１０）

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より抜粋引用

図４ 排気筒切断片 No.9

排気筒切断片 No.9
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23

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（９／１０）

排気筒
切断片
No.9

- 33 -



24

３－１．１／２号機共用スタック解体筒の線量測定値（１０／１０）

図７ 測定結果

排気筒内側を平面に展開した

汚染水対策チーム会合78回 資料3-2 より抜粋引用

構造的にトラップされ
やすい箇所（溶接部
等）の測定点
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１．①２号機ラプチャーディスク（１／２）
第9回会合（令和元年12月26日）資料４より抜粋

1
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１．①２号機ラプチャーディスク（２／２）
第9回会合（令和元年12月26日）資料２より抜粋

2
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１．②２号機SGTS配管の汚染状況（１／３）

3

第9回会合（令和元年12月26日）資料４より抜粋
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１．②２号機SGTS配管の汚染状況（２／３）

4

第14回会合（令和2年10月16日）資料５－１より抜粋
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１．②２号機SGTS配管の汚染状況（３／３）

5

第12回会合（令和2年6月25日）資料５－２より抜粋
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１．③１／２号機共用スタックの構造（１／２）

6

第10回会合（令和2年2月4日）資料４－２より抜粋
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１．③１／２号機共用スタックの構造（２／２）

7

第10回会合（令和2年2月4日）資料４－２より抜粋
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１．④１／２号機ベント配管系の高汚染（１／２）

8

第14回会合（令和2年10月16日）資料４より抜粋
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１．④１／２号機ベント配管系の高汚染（２／２）

9

第10回会合（令和2年2月4日）資料２より抜粋
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１．④-1 スクラビングによる除染係数（１／２）

10

第11回会合（令和2年3月27日）資料２より抜粋
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１．④-1 スクラビングによる除染係数（２／２）

11

第11回会合（令和2年3月27日）資料２より抜粋
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１．④-2 真空破壊弁の作動不良（１／３）

12

第10回会合（令和2年2月4日）資料２より抜粋
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13

１．④-2 真空破壊弁の作動不良（２／３）
第11回会合（令和2年3月27日）資料２より抜粋
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14

１．④-2 真空破壊弁の作動不良（３／３）
第11回会合（令和2年3月27日）資料２より抜粋
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１．⑤SGTSフィルタの汚染状況（１／２）

15

第14回会合（令和2年10月16日）資料４より抜粋
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16

第9回会合（令和元年12月26日）資料４より抜粋
１．⑤SGTSフィルタの汚染状況（２／２）
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１．⑥１／２号機ベント配管系の高温履歴

17

第10回会合（令和2年2月4日）資料４－１より抜粋
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１．⑦SGTS配管系の汚染状況シミュレーション（１／３）

18

第14回会合（令和2年10月16日）資料４－１より抜粋
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19

第14回会合（令和2年10月16日）資料４－１より抜粋
１．⑦SGTS配管系の汚染状況シミュレーション（２／３）
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20

第14回会合（令和2年10月16日）資料４－１より抜粋
１．⑦SGTS配管系の汚染状況シミュレーション（３／３）
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１．⑧１号機SGTSフィルタの汚染度調査

21

第14回会合（令和2年10月16日）資料３より抜粋
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22

２．①１号機～３号機シールドプラグのCs137捕獲（１／３）
第15回会合（令和2年11月12日）資料４より抜粋
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２．①１号機～３号機シールドプラグのCs137捕獲（２／３）

23

第12回会合（令和2年6月25日）資料３より抜粋
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24

２．①１号機～３号機シールドプラグのCs137捕獲（３／３）
第12回会合（令和2年6月25日）資料３より抜粋
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25

２．②-1 トップヘッドフランジ経由の漏出（１／３）
第10回会合（令和2年2月4日）資料６－３より抜粋
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26

２．②-1 トップヘッドフランジ経由の漏出（２／３）
第10回会合（令和2年2月4日）資料６－３より抜粋
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27

２．②-1 トップヘッドフランジ経由の漏出（３／３）
第10回会合（令和2年2月4日）資料６－３より抜粋
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28

２．②-2 １号機シールドプラグずれ
第12回会合（令和2年6月25日）資料３－１（参考）より抜粋
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２．②-3 １号機シールドプラグにおけるCs捕獲（１／２）

29

第12回会合（令和2年6月25日）資料３－１より抜粋
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２．②-3 １号機シールドプラグにおけるCs捕獲（２／２）

30

第12回会合（令和2年6月25日）資料３－１より抜粋
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３．①３号機水素爆発 多段階事象仮説

31

第13回会合（令和2年9月3日）資料２より抜粋
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３．②３号機水素爆発時の振動記録（地震計記録）（１／２）

32

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－３より抜粋
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３．②３号機水素爆発時の振動記録（地震計記録）（２／２）

33

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－３より抜粋
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３．③３号機原子炉建屋３階天井部の大梁の破損（１／２）

34

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－２より抜粋
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３．③３号機原子炉建屋３階天井部の大梁の破損（２／２）

35

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－２より抜粋
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３．④３号機水素爆発 噴煙（１／２）

36

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋
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37

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－１より抜粋
３．④３号機水素爆発 噴煙（２／２）
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３．⑤３号機原子炉建屋３階天井部の小梁の破損

38

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－２より抜粋
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３．⑥水素爆発時の気象条件

39

第15回会合（令和2年11月12日）資料６－１より抜粋
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40

第15回会合（令和2年11月12日）資料２－２より抜粋
３．⑦水素爆発時の損傷（圧力上昇による損傷）（１／２）

３号機原子炉建屋
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３．⑦水素爆発時の損傷（圧力上昇による損傷）（２／２）

41

第13回会合（令和2年9月3日）資料３より抜粋
４号機原子炉建屋
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４．①主蒸気逃し安全弁の逃し弁機能 中間開状態（１／２）

42

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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４．①主蒸気逃し安全弁の逃し弁機能 中間開状態（２／２）

43

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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４．②主蒸気逃し安全弁の安全弁機能 作動圧力の低下（１／３）

44

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
４．②主蒸気逃し安全弁の安全弁機能 作動圧力の低下（２／３）
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46

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
４．②主蒸気逃し安全弁の安全弁機能 作動圧力の低下（３／３）
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４．③自動減圧系の作動による３号機ベント成功（１／２）

47

第12回会合（令和2年6月25日）資料４－１より抜粋
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４．③自動減圧系の作動による３号機ベント成功（２／２）

48

第12回会合（令和2年6月25日）資料４－１より抜粋
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４．④３号機のベント実施回数２回

49

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
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４．⑤４号機への水素供給

50

第11回会合（令和2年3月27日）資料５より抜粋
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４．⑥主蒸気逃し安全弁の逃し弁機能 中間開状態の継続

51

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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５．①－１ ３号機ベント実施以前の原子炉圧力容器からドライウェルへの漏えい（１／３）

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
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53

５．①－１ ３号機ベント実施以前の原子炉圧力容器からドライウェルへの漏えい（２／３）

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
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54

５．①－１ ３号機ベント実施以前の原子炉圧力容器からドライウェルへの漏えい（３／３）

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋

- 89 -



55

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋

５．①－２ ドライウェル床面における一定量の冷却材の存在（１／４）
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第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋

５．①－２ ドライウェル床面における一定量の冷却材の存在（２／４）
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第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋

５．①－２ ドライウェル床面における一定量の冷却材の存在（３／４）
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５．①－２ ドライウェル床面における一定量の冷却材の存在（４／４）

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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５．①－３ 溶融炉心のドライウェルへの移行

第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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60

５．①－４ ２回目ベント以降のPCV圧力の挙動（１／２）
第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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５．①－４ ２回目ベント以降のPCV圧力の挙動（２／２）
第14回会合（令和2年10月16日）資料２－３より抜粋
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第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
５．②RPV下部ヘッドの損傷（１／２）
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５．②RPV下部ヘッドの損傷（２／２）

63

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
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５．③ADSの開状態の維持（１／２）

64

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
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５．③ADSの開状態の維持（２／２）

65

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
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５．④３号機PCV漏えいの時期（１／２）

66

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
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67

第15回会合（令和2年11月12日）資料３より抜粋
５．④３号機PCV漏えいの時期（２／２）
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1

これまでの事故分析検討会における論点の整理

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第１６回会合

資料３

2020年11月27日

原子力規制庁

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室
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第１５回検討会
（R2.11.12）主な論点

解析等により検討した事項

３号機の水素爆発 ３号機の原子炉圧力及び格納容器
圧力の挙動

水素爆発発生時の映像の分析
はりの爆発応答解析による爆発規

模の推定

• 水素爆発発生時の映像の処理の結果、
３号機の水素爆発は、前駆爆発＝４階
部分の損壊、建屋上部の火炎発生・
継続、RB屋根部の上方への膨張、残
存水素の燃焼による噴煙上昇が、こ
の順番で発生した、一連の、しかし、
一つではない現象であったと考えられ
る。

• ３号機の水素爆発の火炎の色は黄橙
色であり、RB内部にあった気体は、主
成分である水素に炭化水素が混ざっ
たものだったのではないかと考えられ
る。

• 50～500kPa程度の爆風が数十ms程度
作用していたと考えられる。

• ベント実施前からRPVからD/Wへの漏
えいが生じていたが、
－3月13日16時頃までは下部プレナム
に冷却材が保持されていたと考えられ
る。
－3月14日1時頃にはD/W床に溶融炉
心が移行していたと考えられる。
－したがって、上記の間に下部ヘッドに
大規模な損傷が生じたと推定される。

• ３号機ではベントの準備終了とほぼ同
時期にADSの起動によりラプチャディ
スクが破れ、ベントが成功したが、炉心
損傷後の状況において、ADSは開状態
が維持されず、閉止したと考えられる。

• 瓦礫試料の浸漬液の核種濃度分析、
浸漬後瓦礫試料の核種分析、ドレンサ
ンプ水試料の129I、Pu、Amの定量分析
を行う。

試料分析

現地調査等により確認・検討された事項

水素爆発時の振動記録を用いた震
源付近の振幅比の推定

• １号機爆発時の振源の振幅は３号機
の２．１倍（エネルギー比で４．４倍）程
度、４号機爆発時の振源の振幅は３号
機の０．１倍（エネルギー比で０．０１
倍）程度であった。（本検討で推定した
のは、各号機の爆発に伴い放出された
エネルギーのうち、地盤に伝播した振
動のエネルギー比である。）

• 汚染密度よりシールドプラグ下層隙間
の汚染を概算すると、少なくとも20～
40PBq以上と推定でき、前回オペフロ
床面から1500mm位置での1センチメー
トル線量当量率から推定して求めた平
均汚染密度の6.6E＋10Bq/cm2（前回
の約70PBqと推定した平均濃度）と同じ
オーダーとなる。

２号機シールドプラグ下面の汚染密
度の推定

現地調査等により確認・検討された事項
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第１３回検討会
（R2.9.3）主な論点

• ３号機の原子炉建屋の北西
方向に大きな力を加える第１
段階の爆発があり、それは５
階オペフロではなく４階で生
じたか。

• 第１段階の爆発で建物が北
西方向に引っ張られた関係
上、建屋の南もしくは南東側
の上に裂け目ができて、そこ
から水素が噴き出して炎が
発生した。

• 第１段階の炎とは別に、原子
炉建屋の中央部から爆煙を
上に放出する第２段階の爆
発燃焼現象があり、これは単
に運動エネルギーで打ち出
されるだけではなく、水素の
燃焼を伴って、火の玉のよう
な形で上に吹き上げている。

３号機の水素爆発

２段階以上の複数段階事象

解析等により検討した事項

• １号機が爆発した後、上に向
かって凝縮波が見えたが、３
号機にはどこにも見えなかっ
た。

• ３号機のほうが大爆発に見え
るが、地震計に伝わった振動
は１号機のほうが大きいか。

• 爆発で赤い炎が見られるの
は、格納容器の中でＭＣＣＩが
起こっており一酸化炭素が供
給されたからか。

• 多段の爆発は、地震計に捉
えられるような波を出す性格
のものだったか。第２段階の
爆発は、建屋の中で爆発す
るよりかなり小さいと推測でき
る。

• ブローアウトパネルは、中越
沖の後の対策として、パネル
が開いた後、何かあったらす
ぐに閉められるようにする対
策はしたが、開きにくくする対
策や開きやすくする対策はし
ていない。

第１４回検討会
（R2.10.16）主な論点

解析等により検討した事項

３号機原子炉格納容器内の圧力挙動 原子炉格納容器耐圧強化
ベントラインの熱流動解析

福島第２原子力発電所
１号機の格納容器圧力挙動

３号機の原子炉圧力及び格納容器
圧力の挙動

• 2F1のS/C圧力計の設計位置（通常水位
＋310cm）を考慮すると、D/W圧力＋水
頭圧=S/C圧力との関係となっている。

• 2F1の真空破壊弁は、東日本大震災
に伴う事故時において、その機能を喪
失していないと考えられる。

• 津波到達以降のRCIC運転中の崩壊熱
はRCIC定格流量に比較してかなり小さ
いものの、RCICタービンへの供給蒸気
量（約2.5l/s)だけでは崩壊熱を消費で
きないため、SRV経由でのS/Cへの放
出があった可能性が高い。（ただし、通
常のSRVの流量よりも小さい流量（中
間開の流路面積）と推定）

• RCICから原子炉の注水される低温水
による大きなRPV減圧が起こることが
解析により示された。（ノード内での温
度均一化効果により、解析で評価され
る減圧は実際よりも大きくなる傾向）

• 1F3のRCIC運転時の原子炉圧力挙動
は、炉圧変化に応じたSRVの中間開作
動とRCIC注水による減圧の組み合わ
せを反映したものと考えられる。（ただ
し、逃し弁モードの閉設定値以降は検
討が必要）

• 全交流動力電源喪失時に、PCV外部か
らの窒素供給が途絶えた場合、S/RVは
中間開の状態になると考えられる。

• 炉心損傷後の高温環境下では、S/RV
のバネの押し下げ力が低下し、安全弁
として動作する圧力が低下することが
確認された。

• 溶融炉心がD/Wへ移行したことで、
D/Wが蒸気等の発生源になったと考え
られる。

• ３月１３日１４時頃から３月１４日２１時
頃までの圧力変動は、PCVからの漏え
いが継続しており、PCV内での蒸気等
の発生量の変動による。

• グラビティダンパが設計どおりに機能
する場合、測定された汚染分布を説明
できない。

• グラビティダンパが有する逆流防止機
能の劣化が流量分配に大きく影響し、
この劣化を考慮することにより汚染分
布との大まかな整合が可能。

• ベント弁閉鎖時にスタック雰囲気中に
は、約26TBq（感度計算ケース1)のCs-
137が存在すると推定可能（SGTS配管
璧等への付着を考慮しない場合）。ベ
ント弁閉鎖直後よりスタック中のCsはベ
ント配管系統に再流入する可能性。

• １号機側と２号機側SGTS配管での非対
称な挙動。汚染分布と関連する可能性。
ベント作動中、ベント弁からスタックに
至る流路（１号機SGTS配管）では、凝縮
によるFPの蓄積はほとんど見られない。
２号機側への配管やスタックでは、凝
縮によるFPの蓄積が見られた。

• 瓦礫試料の浸漬試験後、浸漬液の核
種濃度分析をする。

試料分析

現地調査等により確認・検討された事項
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第１２回検討会
（R2.6.25）

１～３号機シールドプラグの汚染状況

１～３号機オペレーティングフロアの
線源調査

核分裂生成物のトータルの発生量

• 大気中に出た放射性物質が１５ＰＢｑで
済んだのは、シールドプラグで７０ＰＢｑ
（２号機）、３０ＰＢｑ（３号機）が捕獲された
からか。

• １号機のシールドプラグの下が０．１ＰＢｑ
であったことは、放出はされたがシールド
プラグに捕獲されなかったからか。落下し
ている屋根の下にあるのか、もともと出な
かったのか。

• シールドプラグの垂直面、外周部の汚染
の寄与もあるが、円の面積と比べれば推
計の主たる要因にはならない。

• ２号機と３号機の場合は、水蒸気で運ば
れて凝縮してシールドプラグに付着した
のに対し、１号機の場合は、そのような現
象があまり顕著ではなかったことも考え
られる。

• シールドプラグの汚染が全体の何割なの
かが重要である。シールドプラグの１面、
２面、３面だけではなく、ウェルも汚染し
ていると考えられるため、合わせて推計
することが必要である。

• 格納容器のトップヘッドのところからの放
射性物質の抜けやすさがどう違っていた
のか。

• 注水及び水蒸気による駆動説について、
モデル化と輸送計算を行う価値がある。

現地調査等により確認・検討された事項

主な論点

• 複数の逃がし安全弁が同時
に動作していた可能性につ
いて、アキュムレータの窒素
が大分減少してしまったのは、
開信号がきていても全開に
できなくなってしまって、中間
開のような状態だったからか。

• ＨＰＣＩが停止した後のＳＲ弁
の動作は、逃がし弁として機
能しているのか、安全弁とし
て機能しているのか。窒素の
供給は回復したのか。

３号機原子炉格納容器内の圧力挙動

主蒸気逃がし安全弁、自
動減圧系の作動

耐圧強化ベントにおける有
効なベント回数

耐圧強化ベントの設計・設
定値

解析等により検討した事項

• ADS（自動減圧系）の開によっ
て減圧された後の弁の開状
態が維持されて、圧力容器の
減圧状態が維持されたのか。

• 格納容器圧力について、PCV
のベント成功回数は2回でよ
いか、3回目以降のベントは
失敗したかどうか。

• ベントが成功する直前に、
ADSの起動によってPCVの圧
力が一気にラプチャーディス
クの設定圧を超えたことに
よって、ベントが成功したと見
られているが、意図的なベン
トの開始を制御できていたか。

• 逃がし弁の噴き出し圧７．４
以上、閉止圧７．１のいずれ
にも達していないのに圧力
が振動しているメカニズムは
何か。

• ベントの弁の開度は１５％で
一定のため、減圧速度が変
わることは考えがたい。
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解析等により検討した事項

主な論点

１，２号機及び３，４号機ベント配管の汚染に関する解析

１号機の原子炉圧力及び
格納容器圧力の推移

３号機の原子炉圧力及び
格納容器圧力の推移

第１０回検討会
（R2.2.4）

ベントによる主要なFP移行
経路の比較

• 真空破壊弁でのバイパスに
よるD/W気相部からW/W気
相部への直接放出の可能性

• 微少なバイパス部における
エアロゾルの捕集の効果

• 環境への放出量と真空破壊
弁バイパス時の沈着量の関
係

• 真空破壊弁バイパス時の
D/WとW/Wの圧力差

• １F2、２F1での真空破壊弁の
作動状況との比較

• 格納容器圧力の推移におけ
るヘッドフランジ部からの漏
えいモデル

• ３号機のベントは1回目（3/13
9:20）と2回目（ 3/13 12:30）
のみ成功と仮定

• 炉心損傷開始時間とHPCIに
よる炉心への注水量の関係

• S/Cスプレイ流量と格納容器
圧力（D/W及びW/W）または
S/C水位の推移との関係

• HPCI注水量と原子炉圧力ま
たは原子炉水位の推移との
関係

• 格納容器圧力及び原子炉圧
力の推移における非凝縮性
ガスによる加圧

• 炉心損傷開始時間、発生水
素量、ベント時の炉心損傷割
合

• １号機はFPが燃料デブリから
D/Wへ直接放出された後、
ベントを実施

• １号機のベントはD/Wに存在
するFP量が極めて多い

• ３号機は1回目ベントまでの
炉心損傷の度合いが低いが、
2回目ベントまでに炉心損傷
が進展

• ３号機のベントは一度スクラ
ビングされるため存在するFP
量は少ない

• ベント時のスクラビング効果
は原子炉容器下部ヘッド破
損前の場合、破損後よりも除
染効果が高い

第１１回検討会
（R2.3.27）

２号機原子炉建屋オペフロの汚染状況

汚染密度の分布 直接線と散乱線の影響 建屋DF

• 北側壁及び東側壁の汚染が
高く、天井部の汚染は低い。

• 壁部分の汚染は比較的残っ
ているが、床部分は除染の
結果、汚染は比較的低い

• 南側壁（燃料取扱い室上部）、
北側壁（ダクト部）に局所的
に高い汚染箇所がある

• オペフロ内での蒸気の流れ
や汚染核種の情報が得られ
る可能性

• シールドプラグ付近は比較
的汚染が高く、シールドプラ
グの下からくる散乱線の影
響について、直接線との比
較が必要

• 解析の精度、分析の幅を広
げるため、ベータ核種のデー
タ（ベータ核種による汚染
データ）が必要

• 壁部と天井部、床部で汚染
の程度が異なる。

• 局所的に高い汚染箇所があ
り、オペフロ内での蒸気の流
れが想定される

試料分析

• ドレンサンプ水は、スペクトル
サーベイメータ（LaBr3検出
器）の測定で1.5Mevのエネ
ルギーピークを観測

• ゲルマニウム検出器による
詳細分析、α、β、γ線等の測
定が必要

• 主な放射性物質の存在比を
取得する

ベントラインの流量分配

• 可能な限り、実機の配管系
や配管の敷設状態を模擬

• 流量分配の律速となる圧力
損失の要因を検討

• 圧力損失としては、配管長さ
よりも流路の断面積が重要

• 配管等の汚染状況と流量分
配の結果を比較

• 圧力損失の実測を検討

SGTS配管内部調査

• 比較的局所で4.3Sv/hの高い
線量を測定

• ドレンサンプ水において、減
衰を考慮しても高濃度の値
が続いている

• 水酸基等を考慮した水によ
る汚染源の供給と除去の関
係

• 全ベータ値の精査が必要（ス
トロンチウム以外の主要構
成要素）

現地調査等により確認・検討された事項

主な論点
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１，２号機及び３，４号機ベント配管の汚染状況

２，３，４号機のSGTSフィル
タの汚染状況と逆流経路

スタック下部に高線量箇所

１，２号機と３，４号機の
汚染レベルの差

１号機S/C内の真空破壊弁
周辺に高い汚染

• １，２号機と３，４号機は、体
系的に「相似」の関係

• 格納容器内のCs濃度と排出
総量の差に依存

• 1号機は、ドライで高温なベン
トガス。3号機は、ウェットで
低温なベントガス。

• スクラビングは、サブクール
や減圧沸騰の有無より水深
がＤＦ効果に影響する

• １，３号機の炉心損傷の経緯
• ＰＣＶからの漏えい箇所、時
期

• 配管等における蒸気凝縮の
影響

• １号機ベントは1回成立
• ３号機ベントは2回成立

• ２号機RDの汚染状況と作動
の関係

• FP及び水素の逆流経路、汚
染レベルの差

• GDのベント時の逆流防止機
能

• １号機ベントは真空破壊弁を
通じてスクラビングなしの可
能性

• 真空破壊弁の構造、機能
• １，２号機SGTS配管の高温履
歴とベントの関連性

• スタック内部の構造が影響
• スタックの構造、機能及び汚
染状況

第８回検討会
（R1.11.28）

現地調査等により確認された事項

主な論点

３号機原子炉建屋４階付近の汚染状況

３号機原子炉建屋３階の
破損状況

３、４号機で異なる３階の
損傷状況

３号機４階への水素供給

第９回検討会
（R1.12.26）

３号機原子炉建屋４階の
高線量箇所

• ４階で水素爆発。広い面積で
大きな力が下向きに働いた

• ３号機３階西側で南北のはり
が３箇所折損、床面の損傷
は小さい、ダクトはほぼ形状
を維持し落下、上部に瓦礫
堆積

• ５階物上げハッチ蓋の所在
• ４階の荷重を伝達する柱等
の構造体の配置

• ４号機原子炉建屋の損傷状
況の追加調査

• ４号機３階の天井と床面の損
傷状況の異方性

• ４号機４階西側の外壁と電源
盤の損傷状況に係る損傷
モード

• オペフロから４階への水素回
り込みルート

• SGTS配管経由のベントガス
逆流ルート

• オペフロから４階への水素移
動に関するシミュレーション
等

• ベントガス逆流に関するSGTS
フィルタ、ダクト等の設計

• SGTSフィルターの汚染状況と
逆流・順流の影響

• SGTS配管、ダクト内部のスミ
ア等による線量測定

• 1階PCV機器ハッチやペネ等
のPCV貫通部からの水素漏
えいと周辺汚染状況の関係

• オペフロ上の高線量の瓦礫
が４階に崩落している可能性

• DSピットとウェルの間の隙間
からPCVヘッドからの高線量
の水蒸気が吹き出し、付着・
凝縮等により局所的に線量
が上がった可能性

• ３号機オペフロの線量は、ガ
ンマカメラの画像解析と東電
調査で1桁～2桁の相違

• ３号機タービン建屋内の原子
炉建屋破片のコンクリート片
（2～3mSv/h）の詳細調査

• ３号機オペフロへの放水と４
階の堰等の水がたまる構造
が存在する可能性
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これまでの事故分析検討会における論点の整理

～ 第８～１５回検討会 ～
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚
染状況とその形成メカニズム

2号機はベントに成功
しなかったのではない
か 。 ［ 第 8 回
（R1.11.28）］

2号機RDは結果として作動していない。
2号機ベントは成立していない。［第8回（R1.11.28）］ －

各号機のSGTS系の
汚染状況から1,2号機
と3,4号機は体系的に
相似の関係と考えら
れ る 。 ［ 第 8 回
（R1.11.28）］

1,2号機と3,4号機のベント系の汚染は相似しており、
FPと水素は1号機または3号機から供給された。［第
8回（R1.11.28）］

－

GDは、ベント時に自号機への逆流および他号機へ
の供給が生じている可能性があるため、逆流防止
の性能確認が必要。［第8回（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

2,4号機へのFP及び水素の逆流の経路、2,4号機の
汚染の程度の差は更に確認が必要。 ［第8回
（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

１，２号機スタック下部
の高線量化の原因と
して、スタック内部の
構造の影響が考えら
れ る 。 ［ 第 8 回
（R1.11.28）］

スタックへの配管接続方法が異なることからその構
造の確認が必要。 ［第8回（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚染
状況とその形成メカニズム

1号機及び3号機の汚
染状況から、数百倍
の汚染レベルの相違
がある。
汚染の相違は、格納
容器内のCs濃度と排
出総量の差に依存し
ていると考えられる。
［第8回（R1.11.28）］

1,3号機の炉心損傷の経緯、格納容器からの漏えい
箇所、時期については更に検証が必要。 ［第8回
（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

汚染状況は、1号機と
3号機の放出量につ
いて、平成24年5月の
「福島第一原子力発
電所事故における放
射性物質の大気中へ
の放出量の推定につ
いて」（東京電力HD
株式会社）と相違が
ある。
［第8回（R1.11.28）］

東京電力から、平成24年5月の報告書は、環境の放
射能汚染の状況を再現するような放出量を設定し、
拡散評価するバックワード解析を基にしており、事
故進展の挙動を反映しきれていない旨の回答が
あった。［第8回（R1.11.28）］

－
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚
染状況とその形成メカニズム

配管等における蒸気
凝縮の影響。
ベント時の排気は
非常に水蒸気濃度の
高い排気となってい
ると考えられ、水蒸気
の凝縮がCsの配管
への付着に大きく影
響していると考えられ
る。
［第8回（R1.11.28）］

1号機は、ドライなガスが高温で放出、3号機は、低
い温度の水蒸気を多く含んだウェットなガスが放出
されたと考えられる。
［第8回（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示

1，2号機SGTS配管の高温履歴の確認とベントガス
との関連性を確認することが必要。 ［第 8回
（R1.11.28）］

第12回会合で資料提示

ベント時の排気系の汚染程度を算出するシミュレー
ションと観測結果の比較検討を行う。［第8回
（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

3号機は、原子炉圧力、D/W圧力、S/C圧力の推移
から2回のベントが成功、1号機は、1回のベントが成
功したと考えられる。［第8回（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

3号機の原子炉圧力の急速な低下（13日午前9時
頃）については、サンディア研究所等の仮説を確認
することが必要。［第8回（R1.11.28）］

第12回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚
染状況とその形成メカニズム

S/C水のサブクール
度や減圧沸騰の有無
によるDF効果への影
響はあるのか。
［第8回（R1.11.28）］

スクラビングの効果は、サブクールや減圧沸騰の有
無よりも水深がDFの効果に影響すると考えられる。
［第8回（R1.11.28）］

第11回会合で資料提示

スクラビングによるDF効果について幾つかの研究
成果があり、議論が必要。［第8回（R1.11.28）］

第11回会合で資料提示

1号機S/C内の真空
破壊弁周辺に高い汚
染が確認されている。
［第8回（R1.11.28）］

1号機ベントは、S/Cの真空破壊弁を通じたスクラビ
ングされていないベントガス放出の可能性。更なる
確認が必要。［第8回（R1.11.28）］

第10回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚
染状況とその形成メカニズム

1号機と3号機のベン
トガスに含まれたセシ
ウム量に相違が生じ
た主たる要因として、
1号機真空破壊弁で
のバイパスの可能性
を 検 討 ［ 第 10 回
（R2.2.4）］

ベント時の系統の汚染に関する解析には非常に多
くのパラメータを含むので感度解析の繰り返しが必
要となる。［第10回（R2.2.4）］

－

今回の解析は、真空破壊弁を通してどういう挙動が、
どれくらいの影響を持って起きるのかを主眼として
おり、起きたことを全て説明しようとするものではな
い。［第10回（R2.2.4）］

－

真空破壊弁のバイパスは、微小なものがあったかも
しれないが、全体の挙動に大きな影響を与えるもの
ではないと考えられる。
［第10回（R2.2.4）］

－

真空破壊弁への負荷については、作動状況に加え
て過温状態の検討が必要。また、シーリング材への
過温影響も考慮すべき。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示

微小なバイパス部におけるエアロゾルの捕集による
除染効果については、実験の適用範囲としてエアロ
ゾルの流量等の確認が必要。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚
染状況とその形成メカニズム

1号機でベントされた
気体が1号機原子炉
建屋、2号機原子炉建
屋、1,2号機主排気筒
に各々どれくらい流入
したのか格納容器ベ
ントラインの流量分配
について解析の方向
を 検 討 ［ 第 11 回
（R2.3.27）］

可能な限り、実機の配管系や配管の敷設状態を模
擬して流量分配を評価する。［第11回（R2.3.27）］ －

流量分配については、圧力損失としてSGTSのグラ
ビティダンパやフィルタ等の何が律速になるのか。
［第11回（R2.3.27）］

第12回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

圧力損失は、似た体系の圧損が把握できれば十分
なので、例えば5，6号機での実測は検討できないか。
［第11回（R2.3.27）］

今後取り組む事項

圧力損失としては、配管長さよりも流路の断面積の
情報が重要と考えられる。［第11回（R2.3.27）］

－

測定された主排気筒及びSGTS配管の汚染の状況
から逆算して圧力損失が推測できるか検討を行う。
［第11回（R2.3.27）］

第14回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚
染状況とその形成メカニズム

1/2号機SGTS配管の
内部調査について、
配管穿孔、内部確認、
スミア測定等の調査
概要を検討［第11回
（R2.3.27）］

1/2号機主排気筒へのSGTS配管の接続部の比較
的局所で4.3Sv/hの高い線量が測定されている。主
排気筒内部の構造を踏まえて線量の測定を行う。
［第11回（R2.3.27）］

－

主排気筒のドレンサンプピットの内包水の継続的な
分析において、高濃度の値が継続しているが、減衰
を考えれば、汚染源が供給され続けていることにな
る。［第11回（R2.3.27）］

－

ドレンサンプピットの内包水の分析のため、水に
よって洗い流される量、水に溶けて供給される量に
ついては、水酸基等の化学形を押さえて検討すべ
き。［第11回（R2.3.27）］

第14回会合で資料提示

全ベータの測定値がストロンチウムの1,000倍の数
値となっている。このベータのストロンチウム以外の
主要な構成要素をきちんと把握すべき。［第11回
（R2.3.27）］

第14回会合で資料提示

- 116 -



15

調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

１．１，２号機ベント配管系の汚染
状況とその形成メカニズム

原子炉格納容器耐圧
強化ベント及びSGTSラ
イン熱流動解析［第14
回（R2.10.16）］

グラビティダンパが設計どおりに機能する場合、測定
された汚染分布を説明できない。［第14回
（R2.10.16）］

－

グラビティダンパが有する逆流防止機能の劣化が流
量分配に大きく影響し、この劣化を考慮することによ
り汚染分布との大まかな整合が可能。［第14回
（R2.10.16）］

－

ベント弁閉鎖時にスタック雰囲気中には、約26TBq
（感度計算ケース1)のCs-137が存在すると推定可能
（SGTS配管璧等への付着を考慮しない場合）。ベント
弁閉鎖直後よりスタック中のCsはベント配管系統に
再流入する可能性。［第14回（R2.10.16）］

－

１号機側と２号機側SGTS配管での非対称な挙動。汚
染分布と関連する可能性。
・ベント作動中、ベント弁からスタックに至る流路（１号
機SGTS配管）では、凝縮によるFPの蓄積はほとんど
見られない。
・２号機側への配管やスタックでは、凝縮によるFPの
蓄積が見られた。
［第14回（R2.10.16）］

－
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

２．１－３号機オペレー
ティングフロア及びシー
ルドプラグ付近の放射線
調査と２，３号機シールド
プラグ下面でのCs大量捕
獲の可能性

3号機原子炉建屋4階付近にガン
マカメラの線量測定で高線量の箇
所が確認されている。
当該高線量箇所はどのように形成
されたのか。
①オペフロ上の高線量の瓦礫が
4階に崩れ落ちている可能性

②DSピットとウェルの間の隙間
からPCVヘッドからの高線量
の水蒸気が吹き出し、付着・
凝縮等で局所的に線量が上
がった可能性

［第9回（R1.12.26）］

3号機オペフロの汚染分布は、DSピットとウェル
間の隙間から吹き出した高線量の水蒸気により
局所的に高い部分がある。［第9回（R1.12.26）］

－

3号機2階のRCW熱交換器の線量は数mSv/h～
数十mSv/hであり、RCWを経由して高線量のも
のが流れたとは考え難い。［第9回（R1.12.26）］

－

3号機オペフロの線量は、ガンマカメラの画像解
析では数百～千mSv/h、東電HDの調査では15
～20mSv/hと差があり、検討が必要。［第9回
（R1.12.26）］

第12回会合で資料提示

3号機タービン建屋内の原子炉建屋破片と考え
られるコンクリート片（２～３ｍSv/ｈ）の詳細調査
が必要。［第9回（R1.12.26）］

第11回会合で資料提示
第14回会合で資料提示
第15回会合で資料提示

3号機オペフロへの放水と4階の堰等の水がた
まる構造が存在する可能性の検討が必要。［第
9回（R1.12.26）］

第10回会合で資料提示

3号機3階のFPC熱交換室にスキ
マサージタンク経由でオペフロの
高線量の水蒸気が流入した可能
性。［第9回（R1.12.26）］

経路的にはあり得るが、スキマサージタンク水
は他よりも高線量となっておらず、可能性は低
い。［第9回（R1.12.26）］

－
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17

調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

２．１－３号機オペレーティングフ
ロア及びシールドプラグ付近の
放射線調査と２，３号機シールド
プラグ下面でのCs大量捕獲の可
能性

2号機オペレーティン
グフロアのガンマカメ
ラによる測定結果を
基にトップヘッドフラ
ンジの汚染状況、建
屋DFを検討［第11回
（R2.3.27）］

海側となる東側壁にブローアウトパネルの開口部
があり、北側壁及び東側壁に汚染が偏っている。天
井部位の汚染は高くない。［第11回（R2.3.27）］

－

壁部分の汚染は比較的残っているが、床部分は除
染の結果、汚染が比較的低くなっている。［第11回
（R2.3.27）］

－

シールドプラグ付近は比較的汚染が高く、シールド
プラグの下からくる散乱線の影響について、直接線
との比較を含めて検討が必要。［第11回（R2.3.27）］

第12回会合で資料提示
第15回会合で資料提示

シールドプラグ付近の直接線と散乱線の比較検討
において、解析の精度、分析の幅を広げるため、
ベータ核種のデータ（ベータ核種による汚染）の検
討を進めたい。［第11回（R2.3.27）］

第14回会合で資料提示
第15回会合で資料提示

南側壁燃料取扱い室の上部、北側壁ダクト部に局
所的に高い汚染箇所があることから、オペフロ内で
の蒸気の流れや汚染核種の情報が得られるのでは
ないか。［第11回（R2.3.27）］

第5回連絡・調整会議で
資料提示
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18

調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

２．１－３号機オペレーティングフ
ロア及びシールドプラグ付近の
放射線調査と２，３号機シールド
プラグ下面でのCs大量捕獲の可
能性

1,2号機排気筒ドレン
サンプ水のスペクトル
分析結果の速報から
試料分析の方向を検
討［第11回（R2.3.27）］

現場でのスペクトルサーベイメータ（LaBr3検出器）
の測定から、ドレンサンプ水では、1.5Mevのエネル
ギー値にピークが観測された。［第11回（R2.3.27）］

－

試料分析として、排気筒に流入した放射性物質の
組成の推定に有効な情報、特に主な放射性物質の
存在比を取得する。［第11回（R2.3.27）］

－

試料分析にあたっては、現場測定でセシウム以外
の核種のエネルギーピークが観測されているため、
ゲルマニウム検出器による詳細分析、α、β、γ線
等の測定が必要。［第11回（R2.3.27）］

第14回会合で資料提示

ドレンサンプ水の試料分析については、複数施設で
の分析をできないか検討する。［第11回（R2.3.27）］

第14回会合で資料提示
第5回連絡・調整会議で
資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

２．１－３号機オペレーティングフ
ロア及びシールドプラグ付近の放
射線調査と２，３号機シールドプラ
グ下面でのCs大量捕獲の可能性

オペレーティングフロア
を中心とした線量測定
の結果から、どの程度
の放射性物質がシー
ルドプラグの周辺に滞
留してとどまっている
か 検 討 ［ 第 12 回
（R2.6.25）］

大気中に出た放射性物質が１５ＰＢｑで済んだのは、
シールドプラグで７０ＰＢｑ（２号機）、３０ＰＢｑ（３号
機）が捕獲されたからか。
［第12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示
第15回会合で資料提示

１号機のシールドプラグの下が０．１ＰＢｑであったこ
とは、放出はされたがシールドプラグに捕獲されな
かったからか。落下している屋根の下にあるのか、
もともと出なかったのか。（⇒ モニタリングポストの
議論ができる と きに併せて議論 ） ［ 第 12 回
（R2.6.25）］

今後取り組む事項

シールドプラグの垂直面、外周部の汚染の寄与も
あるが、円の面積と比べれば推計の主たる要因に
はならない。［第12回（R2.6.25）］

－

シールドプラグの汚染が全体の何割なのかが重要
である。シールドプラグの１面、２面、３面だけでは
なく、ウェルも汚染していると考えられるため、合わ
せて推計することが必要である 。 ［ 第 12 回
（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示

格納容器のトップヘッドのところからの放射性物質
の抜けやすさがどう違っていたのか。［第12回
（R2.6.25）］

今後取り組む事項
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20

調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

２．１－３号機オペレーティングフ
ロア及びシールドプラグ付近の放
射線調査と２，３号機シールドプラ
グ下面でのCs大量捕獲の可能性

オペレーティングフロア
を中心とした線量測定
の結果から、どの程度
の放射性物質がシー
ルドプラグの周辺に滞
留してとどまっている
か 検 討 ［ 第 12 回
（R2.6.25）］

注水及び水蒸気による駆動説について、モデル化
と輸送計算を行う価値がある。［第12回（R2.6.25）］

今後取り組む事項

２号機と３号機の場合は、水蒸気で運ばれて凝縮し
てシールドプラグに付着したのに対し、１号機の場
合は、そのような現象があまり顕著ではなかったこ
とも考えられる。［第12回（R2.6.25）］

今後取り組む事項
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

２．１－３号機オペレーティングフ
ロア及びシールドプラグ付近の放
射線調査と２，３号機シールドプラ
グ下面でのCs大量捕獲の可能性

JAEAにおける試料分
析
［第14回（R2.10.16）］

瓦礫試料の浸漬試験後、浸漬液の核種濃度分析を
する。［第14回（R2.10.16）］

第15回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

２．１－３号機オペレーティングフ
ロア及びシールドプラグ付近の放
射線調査と２，３号機シールドプラ
グ下面でのCs大量捕獲の可能性

JAEAにおける試料分析
［第15回（R2.11.12）］

瓦礫試料の浸漬液の核種濃度分析、浸漬後瓦礫
試料の核種分析、ドレンサンプ水試料の129I、Pu、
Amの定量分析を行う。［第15回（R2.11.12）］

今後取り組む事項

- 124 -



23

調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

３．３号機水素爆発の詳細分析 3号機原子炉建屋3階
の損傷状況から4階で
水素爆発が起きたの
ではないか。
・3階西側で南北の
はりが3箇所折損
・3階床面は4号機と
比べて損傷が少な
い
・ダクトは、ほぼ形状
を維持して落下、
その上に天井から
の瓦礫が堆積
・明確な燃焼痕は見
られない

［第9回（R1.12.26）］

はり等の損傷状況から、4階で水素爆発が起きて、
広い面積で大きな力が下向きに（4階から3階に向け
て）働いたと考えられる。［第9回（R1.12.26）］

－

ダクト、床面の損傷状況からは、3階で爆発はな
かったと考えられる。［第9回（R1.12.26）］ －

物上げハッチの蓋は5階で閉まっており、爆発の起
点の検討（5階または4階）のため蓋がどこに行った
のか確認が必要。［第9回（R1.12.26）］

東京電力HD情報なしと
の回答

爆発の荷重伝達の検討のため、3号機4階の構造
（柱等）の確認が必要。［第9回（R1.12.26）］

第10回会合で資料提示

3号機と4号機では原
子炉建屋3階の損傷
状況が異なる。
［第9回（R1.12.26）］

爆発の損傷モードを比較検討するため、4号機原子
炉建屋の損傷状況の追加調査が必要。［第9回
（R1.12.26）］

第10回会合で資料提示

4号機4階西側の外壁損傷と外壁手前の電源盤の
損傷に係る損傷モードの検討が必要。［第9回
（R1.12.26）］

第13回会合で資料提示

- 125 -



24

調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

３．３号機水素爆発の詳細分析 3号機原子炉建屋4階
で水素爆発があった
場合、水素の供給は
どのように行われた
のか。
①PCVヘッドからオ
ペフロに放出さ
れた水素が物上
げハッチ等の開
口部を通って4階
に降りてくる経路

②ベント時の水素
がSGTS配管を
通って4階に供給
される経路

［第9回（R1.12.26）］

オペフロの水素供給から4階への水素の移動に関
する既存シミュレーション等の確認が必要。［第9回
（R1.12.26）］

東京電力HD情報なしと
の回答

SGTS配管からのベントガスの逆流は、SGTSフィル
ターの汚染状況の確認、原子炉建屋内のダクト
ルート（配置図、吸込口位置等）の確認が必要。［第
9回（R1.12.26）］

第12回会合で資料提示

3号機、4号機のSGTSフィルターには、スタック側か
ら建屋側に線量分布の傾斜（逆流した形跡）が見ら
れる。［第9回（R1.12.26）］

－

SGTSフィルターはA系とB系で汚染状況が異なるた
め、逆流・順流の検討が必要。［第9回（R1.12.26）］

第14回会合で資料提示

SGTS配管やダクト内部のスミア等による線量測定
を検討する。［第9回（R1.12.26）］

第11回会合で資料提示
第12回会合で資料提示

3号機1階PCV機器
ハッチやペネ等の
PCV貫通部からの水
素漏えいの可能性。
［第9回（R1.12.26）］

格納容器から放出される水素はFPを伴うため、3号
機1階の汚染状況と整合しているか確認が必要。
［第9回（R1.12.26）］

第14回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

３．３号機水素爆発の詳細分析 ３号機の水素爆発は、
１号機のような単一の
爆発事象ではなく、２
段階以上の複数段階
事象だったか検討［第
13回（R2.9.3）］

３号機の原子炉建屋の北西方向に大きな力を加え
る第１段階の爆発があり、それは５階オペフロでは
なく４階で生じたか。［第13回（R2.9.3）］

第15回会合で資料提示

第１段階の爆発で建物が北西方向に引っ張られた
関係上、建屋の南もしくは南東側の上に裂け目が
できて、そこから水素が噴き出して炎が発生した。
［第13回（R2.9.3）］

第15回会合で資料提示

第１段階の炎とは別に、原子炉建屋の中央部から
爆煙を上に放出する第２段階の爆発燃焼現象があ
り、これは単に運動エネルギーで打ち出されるだけ
ではなく、水素の燃焼を伴って、火の玉のような形
で上に吹き上げている。［第13回（R2.9.3）］

－

１号機が爆発した後、上に向かって凝縮波が見えた
が、３号機にはどこにも見えなかった。［第13回
（R2.9.3）］

－

３号機のほうが大爆発に見えるが、地震計に伝わっ
た振動は１号機のほうが大きいか。［第13回
（R2.9.3）］

第15回会合で資料提示
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26

調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

３．３号機水素爆発の詳細分析 ３号機の水素爆発は、
１号機のような単一の
爆発事象ではなく、２
段階以上の複数段階
事象だったか検討［第
13回（R2.9.3）］

爆発で赤い炎が見られるのは、格納容器の中でＭ
ＣＣＩが起こっており一酸化炭素が供給されたからか。
［第13回（R2.9.3）］

第15回会合で資料提示

多段の爆発は、地震計に捉えられるような波を出す
性格のものだったか。第２段階の爆発は、建屋の中
で爆発するよりかなり小さいと推測できる。［第13回
（R2.9.3）］

第16回会合で資料提示

ブローアウトパネルは、中越沖の後の対策として、
パネルが開いた後、何かあったらすぐに閉められる
ようにする対策はしたが、開きにくくする対策や開き
やすくする対策はしていない。［第13回（R2.9.3）］

－
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

３．３号機水素爆発の詳細分析 ３号機の水素爆発発生
時の映像の分析［第15
回（R2.11.12）］

水素爆発発生時の映像の処理の結果、３号機の水素
爆発は、前駆爆発＝４階部分の損壊、建屋上部の火
炎発生・継続、RB屋根部の上方への膨張、残存水素
の燃焼による噴煙上昇が、この順番で発生した、一連
の、しかし、一つではない現象であったと考えられる。
［第15回（R2.11.12）］

－

３号機の水素爆発の火炎の色は黄橙色であり、RB内
部にあった気体は、主成分である水素に炭化水素が
混ざったものだったのではないかと考えられる。［第15
回（R2.11.12）］

－

３号機原子炉建屋の損
傷状況に関する検討
［第15回（R2.11.12）］

３階西側中央部付近で小梁の両端部が大きく損傷し
ており、損傷状況からせん断破壊と考えられる。［第15
回（R2.11.12）］

－

３階西側中央部付近で大梁の中央部付近で梁下面に
向かってひび割れが発生しており、損傷状況から曲げ
破壊と考えられる。［第15回（R2.11.12）］

－

４階西側付近は、外壁は抜けているが、設備等に大
規模な損傷は見られない。［第15回（R2.11.12）］ －
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

３．３号機水素爆発の詳細分析 はりの爆発応答解析による爆発規模
の推定［第15回（R2.11.12）］

50～500kPa程度の爆風が数十ms程
度作用していたと考えられる。［第15
回（R2.11.12）］

－

水素爆発時の振動記録を用いた震源
付近の振幅比の推定［第15回
（R2.11.12）］

１号機爆発時の振源の振幅は３号機
の２．１倍（エネルギー比で４．４倍）程
度、４号機爆発時の振源の振幅は３
号機の０．１倍（エネルギー比で０．０
１倍）程度であった。（本検討で推定し
たのは、各号機の爆発に伴い放出さ
れたエネルギーのうち、地盤に伝播し
た振動のエネルギー比である。）［第
15回（R2.11.12）］

－
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点
までの挙動分析

1号機と3号機のベン
トガスに含まれたセシ
ウム量に相違が生じ
た主たる要因として、
1号機真空破壊弁で
のバイパスの可能性
を 検 討 ［ 第 10 回
（R2.2.4）］

1号機格納容器は圧力が計測されるくらいの漏えい
率の状態、3号機格納容器はほぼ大気圧と同じくら
いの状態となっていた。［第10回（R2.2.4）］

－

1号機D/WとW/Wの圧力差の推移と実測値はベント
時に整合していない。圧力差の議論では留意すべ
き。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示

D/WとW/Wの圧力差については、格納容器ヘッドフ
ランジからの漏えい量と格納容器圧力の定量的な
評価が必要ではないか。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示
第12回会合で資料提示

D/WとW/Wの圧力差については、安全弁の系統の
温度上昇による水素のシートリークの可能性等の
検討が必要。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示

D/W及びW/Wの圧力挙動については、１Ｆ２号機及
び２Ｆ１号機の真空破壊弁の不調とその際の各圧
力の実測値をもとに検討が必要。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示
第13回会合で資料提示
第14回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点
までの挙動分析

1号機と3号機のベン
トガスに含まれたセ
シウム量に相違が生
じた主たる要因として、
1号機真空破壊弁で
のバイパスの可能性
を 検 討 ［ 第 10 回
（R2.2.4）］

環境への放出量と沈着量については、1号機S/C上
部の線量調査の不確かさ等を踏まえた検討が必要。
［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示

S/Cのベローズの漏えいによるFPの沈着等への影
響の確認が必要。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示

環境への放出量はベント時のSGTS配管及びスタッ
クへの沈着量を踏まえた検討が必要。［第10回
（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

1号機と3号機の事故
進展（炉心損傷時期
と状態等）及びベント
時の格納容器内の
状態を比較検討［第
10回（R2.2.4）］

1号機のベントは、炉心損傷から約20時間程度と考
えられる。ほぼ全量が炉心損傷し、下部ヘッドも破
損していたと考えられる。［第10回（R2.2.4）］

－

3号機のベントは、1回目は炉心損傷から約5時間程
度、2回目は約9時間程度と考えられる。下部ヘッド
は健全であったと考えられる。［第10回（R2.2.4）］

－

1号機のベント回数については、スタック解体に伴う
スタック内側のスミアによる核種分析により物理的
にチェックすべきではないか。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点
までの挙動分析

1号機と3号機の事故
進展（炉心損傷時期
と状態等）及びベント
時の格納容器内の
状態を比較検討［第
10回（R2.2.4）］

1号機の場合には、ベント開始までに原子炉容器の
下部ヘッドが破損しており、D/Wに多量のFPが存在
していたと考えられる。［第10回（R2.2.4）］

－

3号機の場合には、ベントガスが2回スクラビングさ
れ、D/Wの汚染状況が少なかったと考えられる。
［第10回（R2.2.4）］

－

3号機のベント前後において、D/Wの圧力がW/Wの
圧力よりも高い。原子炉容器から格納容器への直
接パス等の要因の検討が必要。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示
第12回会合で資料提示
第14回会合で資料提示

D/WとW/Wの圧力差については、圧力計のドリフト
も考えられるが、事象の解明は困難と考えられる。
［第10回（R2.2.4）］

－

ベント時のスクラビングの効果は、原子炉容器の下
部ヘッド破損前の場合、主としてクエンチャー出口
でプールスクラビングされるため、除染の効果が高
いと考えられる。［第10回（R2.2.4）］

－
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点
までの挙動分析

1号機と3号機の事故進展
（炉心損傷時期と状態等）
及びベント時の格納容器
内の状態を比較検討［第
10回（R2.2.4）］

ベント時のスクラビング効果は、水位の影響
が大きい。S/Cスプレイを行っていた3号機と
行っていない1号機の比較検討も必要では
ないか。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示

1号機と3号機のベント時のスクラビング効果
の差は、現地調査で確認されたSGTS配管
の汚染程度の差と整合しているのか検討が
必要。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示

D/Wに存在するFP量については、米国サン
ディア国立研究所の解析でMSLの破壊によ
るD/Wへの大量のFP放出の意見もあり、議
論が必要。［第10回（R2.2.4）］

第11回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点
までの挙動分析

圧力容器及び格納容
器の圧力による設備
や機器の動作の状況
及び内包されている水
の状態に関する検討
［第12回（R2.6.25）］

複数の逃がし安全弁が同時に動作していた可能性
について、アキュムレータの窒素が大分減少してし
まったのは、開信号がきていても全開にできなくなっ
てしまって、中間開のような状態だったからか。［第
12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示

ＨＰＣＩが停止した後のＳＲ弁の動作は、逃がし弁と
して機能しているのか、あるいは安全弁として機能
しているのか。窒素の供給は回復したのか。［第12
回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示

ＡＤＳ（自動減圧系）の開によって減圧された後の弁
の開状態が維持されて、圧力容器の減圧状態が維
持されたのか。［第12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示

格納容器圧力について、ＰＣＶのベント成功回数は
２回でよいか、３回目以降のベントは失敗したかどう
か。［第12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示

ベントが成功する直前に、ＡＤＳの起動によってＰＣ
Ｖの圧力が一気にラプチャーディスクの設定圧を超
えたことによって、ベントが成功したと見られている
が、意図的なベントの開始を制御できていたか。［第
12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点
までの挙動分析

圧力容器及び格納容
器の圧力による設備
や機器の動作の状況
及び内包されている水
の状態に関する検討
［第12回（R2.6.25）］

逃がし弁の噴き出し圧７．４MPa以上、閉止圧７．１
MPaのいずれにも達していないのに圧力が振動して
いるメカニズムは何か。［第12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示

ＳＲ弁が全開にならないと閉まらないというようなロ
ジックがあるか。［第12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示
第15回会合で資料提示

原子炉出口のところまでサブクール水がきてほとん
ど水蒸気がなくなっている。ＲＣＩＣから入れた水で全
部冷やされたか。［第12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示

ベントの弁の開度は１５％で一定のため、減圧速度
が変わることは考えがたい。［第12回（R2.6.25）］

第14回会合で資料提示
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点ま
での挙動分析

３号機の原子炉圧力及
び格納容器圧力の挙
動に関する検討［第14
回（R2.10.16）］

全交流動力電源喪失時に、PCV外部からの窒素供
給が途絶えた場合、S/RVは中間開の状態になると
考えられる。［第14回（R2.10.16）］

－

炉心損傷後の高温環境下では、S/RVのバネの押し
下げ力が低下し、安全弁として動作する圧力が低下
することが確認された。［第14回（R2.10.16）］

－

５．３号機PCVの圧力変動 ３号機の原子炉圧力及
び格納容器圧力の挙
動に関する検討［第14
回（R2.10.16）］

溶融炉心がD/Wへ移行したことで、D/Wが蒸気等の
発生源になったと考えられる。［第14回（R2.10.16）］ －

３月１３日１４時頃から３月１４日２１時頃までの圧力
変動は、PCVからの漏えいが継続しており、PCV内で
の蒸気等の発生量の変動による。［第14回
（R2.10.16）］

－
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

４．３号機RPV圧力のベント時点ま
での挙動分析

３号機の原子炉圧力及
び格納容器圧力の挙動
に関する検討［第15回
（R2.11.12）］

ベント実施前からRPVからD/Wへの漏えいが生じて
いたが、
－3月13日16時頃までは下部プレナムに冷却材が保
持されていたと考えられる。
－3月14日1時頃にはD/W床に溶融炉心が移行して
いたと考えられる。
－したがって、上記の間に下部ヘッドに大規模な損
傷が生じたと推定される。［第15回（R2.11.12）］

－

３号機ではベントの準備終了とほぼ同時期にADSの
起動によりラプチャディスクが破れ、ベントが成功し
たが、炉心損傷後の状況において、ADSは開状態が
維持されず、閉止したと考えられる。［第15回
（R2.11.12）］

－

２号機シールドプラグ下
面の汚染密度の推定
［第15回（R2.11.12）］

汚染密度よりシールドプラグ下層隙間の汚染を概算
すると、少なくとも20～40PBq以上と推定でき、前回
オペフロ床面から1500mm位置での1センチメートル
線量当量率から推定して求めた平均汚染密度の
6.6E＋10Bq/cm2（前回の約70PBqと推定した平均濃
度）と同じオーダーとなる。［第15回（R2.11.12）］

－
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調査・分析のまとめの項目 事故分析検討会における論点 対応状況

５．３号機PCVの圧力変動 ３号機の原子炉圧力及
び格納容器圧力の挙
動に関する検討
［第14回（R2.10.16）］

2F1のS/C圧力計の設計位置（通常水位＋310cm）を
考慮すると、D/W圧力＋水頭圧=S/C圧力との関係と
なっている。［第14回（R2.10.16）］

－

2F1の真空破壊弁は、東日本大震災に伴う事故時に
おいて、その機能を喪失していないと考えられる。
［第14回（R2.10.16）］

－

津波到達以降のRCIC運転中の崩壊熱はRCIC定格
流量に比較してかなり小さいものの、RCICタービンへ
の供給蒸気量（約2.5l/s)だけでは崩壊熱を消費でき
ないため、SRV経由でのS/Cへの放出があった可能
性が高い。（ただし、通常のSRVの流量よりも小さい
流量（中間開の流路面積）と推定）［第14回
（R2.10.16）］

－

RCICから原子炉の注水される低温水による大きな
RPV減圧が起こることが解析により示された。（ノード
内での温度均一化効果により、解析で評価される減
圧は実際よりも大きくなる傾向）［第14回（R2.10.16）］

－

1F3のRCIC運転時の原子炉圧力挙動は、炉圧変化
に応じたSRVの中間開作動とRCIC注水による減圧の
組み合わせを反映したものと考えられる。（ただし、逃
し弁モードの閉設定値以降は検討が必要）［第14回
（R2.10.16）］

－
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第１５回事故分析検討会［令和2年11月12日（木）］
・福島第一原子力発電所３号機における水素爆発について
・原子炉建屋での水素爆発発生時の映像を用いた分析
・３号機原子炉建屋の損傷状況について
・水素爆発時の振動記録を用いた振源付近の振幅比の推定
・３号機の原子炉圧力及び格納容器圧力の挙動について（３）
・２号機シールドプラグ下面の汚染密度の推定について
・［JAEA］ＪＡＥＡにおける試料分析について（２）
・これまでの論点整理
・［参考］１，３号機水素爆発時の気象等

第１３回事故分析検討会［令和2年9月3日（木）］
・３号機の水素爆発
・現地調査の実施状況について
・これまでの論点整理
・［東電HD］福島第２原子力発電所１号機の格納容器圧力挙動
について
・［東電HD］福島第一原子力発電所３号機のRCIC運転中の
原子炉圧力挙動について

第１４回事故分析検討会［令和2年10月16日（金）］
・３号機原子炉格納容器内の圧力挙動について
・［東電HD］福島第２原子力発電所１号機の格納容器圧力挙動
について
・［東電HD］福島第一原子力発電所３号機のRCIC運転中の
原子炉圧力挙動について
・３号機の原子炉圧力及び格納容器圧力の挙動について（２）
・現地調査の実施状況について
・原子炉格納容器耐圧強化ベントラインの熱流動解析について
・［JAEA］原子炉格納容器耐圧強化ベント及びSGTSライン熱流動
解析－１号機及び２号機の結果－
・［JAEA］JAEAにおける試料分析について
・これまでの論点整理
・［参考］１～４号機非常用ガス処理系（SGTS）の設計等について

○事故分析検討会における主な検討項目
【参考】
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第１２回事故分析検討会［令和2年6月25日（木）］
・原子炉格納容器破損時の水素及び核分裂生成物の挙動
・１～３号機原子炉建屋における線源調査
・３号機原子炉格納容器内の圧力挙動からの考察
・３号機の原子炉圧力及び格納容器圧力の挙動
・これまでの論点整理
・［東電HD］1/2号機SGTS 配管撤去に向けた現場調査の
実施状況

第９回事故分析検討会［令和1年12月26日（木）］
・3uR/B3階の調査結果
・第8回の論点整理（ベント配管汚染）
・［参考］現地調査等の概要（耐圧強化ベントライン）
・［東電HD］3uベントガスから4uR/Bへの流入割合

第１１回事故分析検討会［令和2年3月27日（金）］
・S/Cのスクラビング効果
・ベント配管の汚染に関する解析等（第2回）
・2号機オペフロのガンマカメラによる測定結果
・1,2号機排気筒ドレンサンプ水の分析
・これまでの論点整理
・［参考］科学的・技術的意見
・［JAEA］試料分析の計画
・［東電HD］1/2号機SGTS配管現場調査

第８回事故分析検討会［令和1年11月28日（木）］
・耐圧強化ベントラインの汚染状況
・プールスクラビングによるエアロゾル除去効果実験
・［参考］計装機器の指示値及びプラントデータの推移等
・［東電HD］3uPCV漏えいと蒸気放出

第１０回事故分析検討会［令和2年2月4日（火）］
・ベント配管の汚染に関する解析等
・現地調査結果（4uR/B,2uオペフロ）
・第9回の論点整理（3uR/Bの汚染）
・［参考］ベント設計、スタック線量推移等
・［東電HD］3uPCV機器ハッチ、1u水素爆発解析、1uPCV上蓋

第７回事故分析検討会［令和1年10月18日（金）］
・検討会の実施
・当面の調査・分析項目

○事故分析検討会における主な検討項目
【参考】

- 141 -



1-4号機SGTS室調査の進捗について

2020年11月27日

東京電力ホールディングス株式会社

東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会 第１６回会合 資料4－1
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１．概要

当社は「福島第一原子力発電所1～3号機の炉心・格納容器の状態の推定と未解明
問題に関する検討」として、事故進展の解明にかかる取組みを継続。
事故進展にかかる多くの情報は廃炉作業の進捗とともに取得していくが、それに
加え事故の痕跡を留める場所の調査を行うことで、検討に役立てることを計画。
1～4号機の非常用ガス処理系（SGTS）室内の機器や配管は、事故時の状態を
留めており、現在廃炉作業との干渉が少ない。格納容器ベントに伴う放射性物質
の放出挙動と関係している、当該室内の機器や配管を詳細に調査することを計画。
今回、調査の進んだ3号機の調査結果について報告。(1、２号機予備調査結果含む)

3号機SGTS室内の配管引き回し（左）と概略系統構成（右）

フィルタ
トレイン

SGTS室

ラプチャ
ディスク
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２．調査工程（予定と実績）

予備調査

調査は、2020年8月～2021年2月にかけて各号機順次実施。
1、2号機についてはSGTS室内の空間情報、線量情報を取得する予備調査を8月
下旬に実施した。
3号機は9月中旬より本調査を開始し、γイメージャを用いた測定を実施した。ま
た、フィルタトレインを開放し汚染確認を実施した。
4号機は10月より本調査を開始し、γイメージャを用いた測定を実施しており、
フィルタトレイン汚染確認のためのトレイン開放の準備を進めている。

詳細な作業計画の立案／治具制作
本調査

本調査

本調査

本調査

予備調査

詳細な作業計画の立案／治具制作

モックアップ

調査等
2020年
8月 9月 10月 11月 12月

2021年
1月 2月

モックアップ

1号機調査

2号機調査

3号機調査

4号機調査

予備調査

詳細な作業計画の立案／治具制作
本調査

本調査

本調査

本調査

予備調査

詳細な作業計画の立案／治具制作

モックアップ

- 144 -



3

３．過去の主な調査状況の概要と調査の目的

1、2号機のSGTS室内において、本調査を実施する前に、SGTS室内のロボットの
可動範囲を確認する。併せて、現時点におけるSGTS室内の雰囲気線量を測定する。
３号機のSGTS室内の複数点にてγイメージャを用いた撮影を実施し、SGTS室内の
線量分布を確認する。
３号機のSGTSフィルタトレインを開放し、汚染状況を確認する。
４号機のSGTS室内の複数点にてγイメージャを用いた撮影を実施し、SGTS室内の
線量分布を確認する。

~11月までの調査の目的

１号機：SGTS室入口で5[Sv/h]以上の線量率を確認（2011年）
（SGTS室内の情報は限定的であり、詳細な情報取得は初めての試み）

２号機：SGTSフィルタトレインにおいて1[Sv/h]程度の線量率、ラプチャ
ディスク周辺に汚染無しを確認（2014年）

３号機：SGTSフィルタトレイン周辺の線量率を測定（2011年）
４号機：SGTSフィルタトレイン周辺の線量率を測定（2011年）

（3、4号機は1、2号機と比較して線量率が低い。３号機の格納容器ベント
ガスが4号機に逆流した徴候を確認）

過去の主な調査状況の概要
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測定箇所④

オーバーレイ画像

4

P.
N

【表面線量率】
① 3.3mSv/h
② 3.7mSv/h
③ 3.3mSv/h
【測定器】
テレテクター

【表面線量率】
4.5mSv/h
【測定器】
ICW

1

2

3

γイメージャ設置箇所の線量率（床上1m）0.5mSv/h 【測定器】ICW

４．３号機の測定結果（室内その１）

矢視(2)

矢視(1)

フィルタ
トレイン

ラプチャ
ディスク

(1)(2)

格納容器より

スタックへ
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測定箇所⑥’

オーバーレイ画像

5

４．３号機の測定結果（室内その２）

1

2

3

【表面線量率】
① 2.5mSv/h
② 6.5mSv/h
③ 6.3mSv/h
【測定器】
テレテクター

γイメージャ設置箇所の線量率（床上1m）0.55mSv/h 【測定器】ICW

ラプチャ
ディスク

P.
N

フィルタ
トレイン

ラプチャ
ディスク

【表面線量率】
上部 8mSv/h
下部 0.5mSv/h
【測定器】
ICW

矢視(2)

矢視(1)

(1)

(2)

スタックへ

格納容器より
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6

×1

5
0
0
m
m

1
0
0
0
m
m

5
0
0
m
m

1
0
0
0
m
m

測定箇所（平面図）

ラプチャ
ディスク

 　　線種

No

表面線量当量率(mSv/h)

γ線 γ+β線

×1 26 -

×4 18 -

×5 10 -

×2 32 -

×3 9.0 -

×8 30 -

×9 2.5 -

×6 30 -

×7 15 -

×10 5.0 -

×2 ×3

×4（下面）

×5 ×6 ×7

×8（下面）

×9 ×10 ×11

×12（下面）

×13 ×14 ×15

×16（下面）

×17 ×18 ×19

×20（下面）

測定器
×1～×4：テレテクター
×5～×20：ICW

×12 2.0 -

×13 6.0 -

×11 2.5 -

×16 6.0 -

×17 7.0 -

×14 5.0 -

×15 6.0 -

×20 7.0 -

×18 9.0 -

×19 8.0 -

 　　線種

No

表面線量当量率(mSv/h)

γ線 γ+β線

ラプチャディスクの周辺においては、測定線量率は
ラプチャディスク

＜ラプチャディスク上流
＜ラプチャディスク下流

という関係にあることが分かった。
これは、ベントができていない2号機において、
ラプチャディスク（不動作で閉）の周辺に
ほとんど汚染が見られないことと大きく異なる。

４．３号機の測定結果（ラプチャディスク）

スタックへ

格納容器より

ラプチャ
ディスク

表面から
0~10mmの
距離で測定
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7

５．３号機SGTSフィルタトレインA系内部①（11/9撮影）

デミスター トレインヒーター

プレフィルタ

測定箇所

表面線量当量率（mSv/h）

11/9測定時
（フィルタ表面）

8/19測定時
（扉表面）

γ β+γ γ β+γ

デミスター 1.2 3.5 － －

トレインヒーター 0.40 1.2 0.55 0.55

プレフィルタ（上流） 2.0 2.5
0.80 0.80

プレフィルタ（下流） 2.0 2.0

上流
（原子炉建屋側）

下流
（スタック側）デ

ミ
ス
タ
ー

ト
レ
イ
ン

ヒ
ー
タ
ー

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

チ
ャ
コ
ー
ル

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

※点線は扉の位置

逆流
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8

５．３号機SGTSフィルタトレインA系内部②（11/9撮影）

HEPAフィルタ（No.3） チャコールフィルタ

HEPAフィルタ（No.1）

測定箇所

表面線量当量率（mSv/h）

11/9測定
（フィルタ表面）

8/19測定時
（扉表面）

γ β+γ γ β+γ

高性能フィルタ
（No.3）

4.0 4.0 1.1 1.1

チャコールフィルタ 0.50 1.0 0.30 0.30

高性能フィルタ
（No.1）

1.0 4.0 0.40 0.40

デ
ミ
ス
タ
ー

ト
レ
イ
ン

ヒ
ー
タ
ー

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

チ
ャ
コ
ー
ル

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

※点線は扉の位置

上流
（原子炉建屋側）

下流
（スタック側）

逆流

- 150 -



9

５．３号機SGTSフィルタトレインB系内部①（11/16撮影）

デミスター トレインヒーター

プレフィルタ

測定箇所

表面線量当量率（mSv/h）

11/16測定時
（フィルタ表面）

8/19測定時
（扉表面）

γ β+γ γ β+γ

デミスター 2.2 25.0 － －

トレインヒーター 0.5 0.8 0.50 0.50

プレフィルタ（上流） 0.7 2.5
0.50 0.50

プレフィルタ（下流） 0.5 2.0

上流
（原子炉建屋側）

下流
（スタック側）デ

ミ
ス
タ
ー

ト
レ
イ
ン

ヒ
ー
タ
ー

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

チ
ャ
コ
ー
ル

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

※点線は扉の位置

逆流
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10

５．３号機SGTSフィルタトレインB系内部②（11/16撮影）

HEPAフィルタ（No.3） チャコールフィルタ

HEPAフィルタ（No.1）

測定箇所

表面線量当量率（mSv/h）

11/16測定
（フィルタ表面）

8/19測定時
（扉表面）

γ β+γ γ β+γ

高性能フィルタ
（No.3）

4.0 12.0 0.90 0.90

チャコールフィルタ 0.9 0.9 1.6 1.6

高性能フィルタ
（No.1）

1.8 2.5 1.3 1.5

デ
ミ
ス
タ
ー

ト
レ
イ
ン

ヒ
ー
タ
ー

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

チ
ャ
コ
ー
ル

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

※点線は扉の位置

上流
（原子炉建屋側）

下流
（スタック側）

逆流
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11

６．３号機トレイン開放作業におけるその他トピックス

個人被ばく線量（mSv）

A系 B系

平均 0.58 0.66

最大 0.64 0.83

連続ダストモニタ指示値（Bq/cm3）

A系 B系

α ～ 6.77×10-8 ～ 1.33×10-8

β 4.31×10-5～ 5.14×10-4 2.85×10-5～ 7.37×10-4

水素濃度

A系 B系

水素未検出 水素未検出

※全面マスク着用基準：2.0×10-4 Bq/cm3

被ばく線量実績等

B系トレイン内部にたまり水を確認
• 扉開口部高さより内部の水位が高かった。開放時に流出した水（約50L）につ
いては、一部を袋で回収。
残水はトレイン内部に留まっている（目視にて底部から5~10cm程度の水位）
⇒袋内の水及びトレイン内部の水をサンプル採取し、保管予定

• たまり水の仮設ハウス外への流出なし、作業員の身体汚染なし。
⇒4号機トレイン開放時にも同様の事象が考えられるため、対応検討中

• A系トレインでは扉の内側や内壁等に少量の水滴を確認（約3L）
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測定高さは約1m

７．１号機の予備調査結果（参考値：8/25測定）

ロボット動線 線量率測定箇所

フィルタ
トレイン

フィルタ
トレイン

北側
入口

南側
入口

南側
入口

測定点
線量率

（mSv/h）

A 5.1

B 16.6

C 110

D 150

E 310

F 1050

G 2050
3050（床面）

H 1270

I 1620

J 1040

K 50

L 1060

M 160

N 6.76
12

トレイン上流
（原子炉建屋側）

トレイン下流
（スタック側）
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13

測定点 線量率（mSv/h）

A 8.9

B 12.4

C 36.5

D 170

E 640

F 28.3

G 56.9

H 63.5

I 410

J 560

K 96.6

L 26.0

M 8.01

N 5.1

O 4.66

P 300

Q 13.5

８．２号機の予備調査結果（参考値：8/27測定）

測定高さは約1m

ロボット動線 線量率測定箇所

A
B C D

E F
G

I
J

L

K

M

O

H

P

N

Q

フィルタ
トレイン

フィルタ
トレイン

トレイン上流
（原子炉建屋側）

トレイン下流
（スタック側）
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14

１号機：ロボットにより予備調査を実施。ロボットの走行可能範囲を確認した。
SGTSフィルタトレイン周辺で高線量を確認。本調査に向けて調査方法
を検討する。

２号機：ロボットにより予備調査を実施。ロボットの走行可能範囲を確認した。
過去のロボット調査と同じく、 SGTSフィルタトレイン周辺で高線量を
確認。本調査に向けて調査方法を検討する。

３号機：SGTS室内の複数点にてγイメージャを用いた線量分布を測定。
SGTSフィルタトレインにつながる配管に汚染を確認し、逆流があった
ことが明確になった。
また、SGTSフィルタトレインを開放し、フィルタの線量測定及び
スミア採取を実施した。

４号機：SGTS室内の複数点にてγイメージャを用いた線量分布測定を実施中。
今後は、SGTSフィルタトレインを開放し、スミア採取など、
汚染の状況確認のための調査を実施する。

９．まとめ
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以下、参考資料

15
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16

（参考）トレイン開放時の汚染拡大防止対策

仮設ハウスの設置（3号機SGTSフィルタトレインA系の例）
フィルタトレインの扉を囲む形で
ハウスを設置し、トレイン開放時の
汚染拡大を防止

フィルタトレインハウス入り口 ↓ 原子炉建屋

→ スタック

フィルタ4箇所
プレフィルタ

↓
高性能フィルタ

↓
チャコールフィルタ

↓
高性能フィルタ

について、各フィルタの上流側及び
下流側からスミア採取を実施。
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17

（参考）1-4号機SGTSフィルタトレイン周りの系統構成

1号機 タービン建屋 P.N

原子炉建屋

主排気系へ

ラプチャディスク

給気ダクト 排気ダクト

スタックへ

タービン建屋2号機 P.N

給気ダクト

排気ダクト原子炉建屋

ラプチャ
ディスクスタックへ

主排気系へ

3号機

スタックへ

ラプチャ
ディスク

P.Nタービン建屋

原子炉建屋 排気ダクト

主排気系へ

スタックへ

主排気系へ

排気ダクト

ラプチャ
ディスク

原子炉建屋

タービン建屋4号機 P.N

：SGTS建屋側配管
：SGTSスタック側配管

：耐圧強化ベント配管
：ラプチャディスク

：SGTS排風機
：AO弁
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

福島第一原子力発電所3号機
主蒸気逃がし安全弁の動作について

東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会 第16回会合 資料4－2

2020年11月27日
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

1

１．ご質問いただいた事項

① プロコンの逃がし安全弁周辺温度は、排気温度でよいか。

どの部分の温度を計測しているのか提示すること。

② 炉心損傷後の高温ガスが逃がし安全弁を流れた場合に、弁体を

駆動させる（安全弁機能の）バネ（ヤング率）に影響を与えう

るのか？

③ ３号機原子炉圧力チャート中のHPCI停止後（3月13日5:00）の

圧力挙動はバネの温度上昇によって逃がし安全弁の安全弁機能

の作動点がドリフトしたものと考えられる。

このドリフト量（作動圧力の低下量）からバネの温度（ヤング率

の低下量）はどの程度であると考えられるか？一方、バネへの

影響がないとするならば、周辺温度（D/W温度）によって、バネ

の温度を上昇させたと考えられるか？
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

2

２．回答（１／２）

① プロコンの逃がし安全弁周辺温度

・プロコンの「逃がし安全弁周辺温度」は、主蒸気逃がし安全弁の

排気管の温度を指している。

主蒸気
逃がし安全弁

原子炉格納容器

主蒸気逃がし
安全弁排気管

逃がし安全弁
周辺温度

逃がし安全弁の動作状況に応じた温度変化を
示している
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

3

（参考）３号機格納容器内温度

津波による交流電源の喪失により、格納容器内の冷却（ドライウェルクーラによる除熱）が
できなくなったため、原子炉からの放熱により、格納容器内温度が上昇し続けている
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

4

２．回答（２／２）

②③ 逃がし安全弁の動作圧力

・逃がし安全弁が、安全弁機能で動作

する場合は、バネ力と配管内の圧力

との力の関係で弁が開状態となる。

このため、温度が上昇することで、

ヤング率が低下しバネ力が小さく

なれば、動作点の圧力もその分だけ

線形で低くなる。

バネは、配管から離れたスプリング

ケース内に設置されていることから、

配管内の温度の影響は小さく、スプ

リングケース設置箇所周辺の雰囲気

温度の影響で温度変化する。
※温度が50℃から300まで上昇すると、ヤング率

は約8%低下する。

バネ

スプリング
ケース

Ｗ＝ｃ・Ｇ・δ

Ｗ：バネ荷重
ｃ：係数
Ｇ：ヤング率
δ ：たわみ量
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